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東
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試 

採
点
基
準
・
採
点
例 

 
第
一
問
（
４
０
点
満
点
） 

 

■
採
点
の
原
則 

 

① 

全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し

て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
抜
け
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 

 

問
一 

 

■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

自
己
愛
の
強
い
人
ほ
ど
、
カ
ン
ト
倫
理
学
の
課
題
で
あ
る
自
己
愛
を
打
ち
消
す
こ
と
の
困
難
さ
と
、
そ
の
た
め 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

に
求
め
ら
れ
る
理
性
の
強
さ
と
を 

実
感
と
し
て
理
解
で
き
る
か
ら
。 

 
  

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ+

Ｄ
「
自
己
愛
の
強
い
人
ほ
ど
」+

「
実
感
と
し
て
理
解
で
き
る
か
ら
」
：
４
点 

 

■
要
素
Ｂ
「
カ
ン
ト
倫
理
学
の
課
題
で
あ
る
自
己
愛
を
打
ち
消
す
こ
と
の
困
難
さ
と
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｃ
「
そ
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
理
性
の
強
さ
と
を
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｅ 

文
末
表
現
は
「…

…

か
ら
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 

    
 



2 

問
二 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

善
良
な
市
民
が
劣
っ
た
者
を
悪
意
な
く
排
除
、
軽
蔑
す
る
構
造
の
中
に
、
自
己
の
優
越
性
に
基
づ
く
傲
慢
さ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

い
う
最
も
嫌
悪
す
べ
き
自
己
愛
が 
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。 

  

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
善
良
な
市
民
が
劣
っ
た
者
を
悪
意
な
く
排
除
、
軽
蔑
す
る
構
造
の
中
に
」
：
３
点 

 

■
要
素
Ｂ
「
自
己
の
優
越
性
に
基
づ
く
傲
慢
さ
と
い
う
最
も
嫌
悪
す
べ
き
自
己
愛
が
」
：
３
点 

 

■
要
素
Ｃ
「
隠
さ
れ
て
い
る
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｄ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 

   
 



3 

問
三 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｃ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

た
と
え
そ
れ
が
自
覚
的
な
も
の
で
あ
れ
、
自
己
愛
に
基
づ
く
適
法
的
行
為
は
、
見
返
り
な
く
理
性
に
従
う
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

を
そ
の
条
件
と
す
る
道
徳
的
善
さ
と
は 

相
容
れ
な
い
か
ら
。 

  

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
た
と
え
そ
れ
が
自
覚
的
な
も
の
で
あ
れ
」
：
１
点 

 
 

 

■
要
素
Ｂ
「
自
己
愛
に
基
づ
く
適
法
的
行
為
は
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｃ
「
見
返
り
な
く
理
性
に
従
う
こ
と
を
そ
の
条
件
と
す
る
道
徳
的
善
さ
と
は
」
３
点 

 

■
要
素
Ｄ
「
相
容
れ
な
い
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｅ 

文
末
表
現
は
「…

…

か
ら
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 
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問
四 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
13
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

他
の
あ
ら
ゆ
る
倫
理
学
が
究
極
的
に
は
自
己
の
幸
福
を
目
的
と
す
る
中
で
、
自
己
愛
に
基
づ
く
幸
福
追
求
を
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

間
存
在
の
本
性
と
し
て
認
め
つ
つ
理
性
に
よ
る
自
己
愛
の
克
服
を
目
指
す
カ
ン
ト
倫
理
学
は
、
あ
ら
ゆ
る
幸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

福
を
投
げ
捨
て
て
た
だ
理
性
に
従
う
こ
と
を
求
め
る
点
で 

卓
越
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
（1

20

字
） 

  

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
他
の
あ
ら
ゆ
る
倫
理
学
が
究
極
的
に
は
自
己
の
幸
福
を
目
的
と
す
る
中
で
」
：
３
点 

 

■
要
素
Ｂ
「
自
己
愛
に
基
づ
く
幸
福
追
求
を
人
間
存
在
の
本
性
と
し
て
認
め
つ
つ
理
性
に
よ
る
自
己
愛
の
克
服 

 

■
要
素
Ｃ
「
あ
ら
ゆ
る
幸
福
を
投
げ
捨
て
て
た
だ
理
性
に
従
う
こ
と
を
求
め
る
点
で
」
：
３
点 

 

■
要
素
Ｄ
「
卓
越
し
た
も
の
で
あ
る
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｅ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
。
」
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。  
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問
五 

漢
字
の
書
き
取
り 

各
１
点×

３ 

  

ａ 
克
服 

 

ｂ 

糾
弾 

 

ｃ 

隔
絶 

 



 
２
０
２
２
年
度 

東
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試 

第
３
回 

第
二
問
（
古
文
『
吉
備
大
臣
入
唐
絵
巻
』） 

採
点
基
準 

※ 

文
科
３
０
点
・
理
科
２
０
点 

 
 （

一
）
文
科
ア
・
理
科
ア 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

【
３
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 

Ａ
１
件
の
楼
に
宿
す
る
人
、
多
く
は
Ｂ
２
存
し
が
た
し
。 

 

［
解
答
例
］ 

Ａ
１
例
の
高
殿
に
宿
泊
す
る
人
は
、
多
く
は
Ｂ
２
生
き
な
が
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

［
採
点
方
法
］ 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
１
点
】
件
の
楼
に
宿
す
る
人
、
多
く
は 

→
 

例
の
高
殿
に
宿
泊
す
る
人
は
、
多
く
は 

 

※
「
件
の
」
は
「
例
の
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
件
の
」
の
ま
ま
や
、
「
そ
の
・
あ
の
」
等
は×

。 

 

※
「
高
殿
」
は
「
楼
・
到
来
楼
」
で
も
よ
い
。 

 

※
「
宿
泊
す
る
」
は
「
泊
ま
る
」
で
も
よ
い
。 

 

※
「
人
は
、
多
く
」
は
「
人
の
多
く
は
」
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 

Ｂ
【
２
点
】
存
し
が
た
し
。 

→
 

生
き
な
が
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

※
「
生
き
る
（
生
き
な
が
ら
え
る
・
生
き
の
び
る
・
生
存
す
る 

等
）
」
と
、
「
で
き
な
い
（
難
し
い
・
困
難
だ 

等
）
」
で
【
２
点
】
。 

 

※
「
生
き
て×

帰
れ
な
い
」
「
帰
る
」
の
よ
う
な
余
計
な
表
現
が
あ
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
１
点
。 

     



（
一
）
文
科
エ
・
理
科
ウ 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

【
３
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 

Ａ
２
大
臣
こ
と
な
く
て
あ
る
を
見
て
、
Ｂ
１
い
よ
い
よ
あ
や
し
む
。 

 

［
解
答
例
］ 
Ａ
２
大
臣
が
無
事
に
生
き
て
い
る
の
を
見
て
、
Ｂ
１
ま
す
ま
す
不
思
議
に
思
う
。 

 

［
採
点
方
法
］ 
各
要
素
単
独
採
点
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
２
点
】
大
臣
こ
と
な
く
て
あ
る
を
見
て
、 

→
 

大
臣
が
無
事
に
生
き
て
い
る
の
を
見
て
、 

 

※
「
大
臣
」
は
「
吉
備
大
臣
・
吉
備
の
大
臣
・
吉
備
真
備
・
吉
備
・
真
備
」
等
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 

※
「
無
事
に
」
は
「
何
事
も
な
く
・
な
ん
と
も
な
く
・
何
の
異
常
も
な
く
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
生
き
て
い
る
」
は
「
あ
る
・
い
る
」
等
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
【
１
点
】
い
よ
い
よ
あ
や
し
む
。 

→
 

ま
す
ま
す
不
思
議
に
思
う
。 

 

※
「
ま
す
ま
す
」
は
「
い
よ
い
よ
」
の
ま
ま
で
も
よ
く
、
「
一
層
・
さ
ら
に
」
等
で
も
よ
い
。 

 
 

「
だ
ん
だ
ん
・
徐
々
に
」
は×

。 

 

※
「
不
思
議
に
思
う
」
は
「
不
審
に
思
う
・
怪
し
む
・
い
ぶ
か
し
む
」
等
で
も
よ
い
。 

        



（
一
）
文
科
カ
・
理
科
エ 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

【
３
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 

Ａ
１
貴
下
を
あ
ひ
具
し
て
、
Ｂ
１
か
の
沙
汰
の
と
こ
ろ
へ
到
り
て
、
Ｃ
１
聞
か
せ
む
。 

 

［
解
答
例
］ 
Ａ
１
あ
な
た
を
連
れ
て
、
Ｂ
１
『
文
選
』
を
講
じ
て
い
る
所
ま
で
行
っ
て
、
Ｃ
１
聞
か
せ
よ
う
。 

 

［
採
点
方
法
］ 
各
要
素
単
独
採
点
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
１
点
】
貴
下
を
あ
ひ
具
し
て
、 

→
 

あ
な
た
を
連
れ
て
、 

 

※
「
あ
な
た
」
は
「
貴
方
・
貴
殿
」
な
ど
で
も
よ
い
。
「
貴
下
」
の
ま
ま
は×

。 

 

※
「
を
連
れ
て
」
は
「
を
伴
っ
て
」
で
も
よ
い
。
「
連
れ
て
・
伴
っ
て
」
の
意
が
な
い
「
と
共
に
・
と
一
緒
に
・
に
お
供
し
て
」
等
は×

。 

 

Ｂ
【
１
点
】
か
の
沙
汰
の
と
こ
ろ
へ
到
り
て
、 

→
 

『
文
選
』
を
講
じ
て
い
る
所
ま
で
行
っ
て
、 

 

※
「
文
選
」
の
意
、
も
し
く
は
、
「
か
の
」
の
直
訳
に
当
た
る
「
あ
の
・
そ
の
・
例
の
」
等
の
意
が
な
い
場
合
は×

。 

 

※
「
講
じ
て
い
る
」
は
「
担
当
す
る
・
扱
う
・
研
究
す
る
・
講
義
す
る
・
協
議
す
る
・
学
ぶ
・
論
ず
る
・
議
論
す
る
・
処
理
を
す
る
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
行
っ
て
」
は
「
向
か
っ
て
」
等
で
も
よ
い
。
文
意
が
通
っ
て
い
れ
ば
「
着
い
て
・
到
達
し
て
」
等
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 

Ｃ
【
１
点
】
聞
か
せ
む
。 

→
 

聞
か
せ
よ
う
。 

 

※
「
聞
か
せ
た
い
」
で
も
よ
し
と
す
る
。
使
役
の
意
が
な
い
「
聞
こ
う
」
等
は×

。 

      



文
科
（
二
）・
理
科
（
二
） 

 

傍
線
部
「･･･

」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
言
う
の
か
、
説
明
せ
よ
。 

【
５
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 

 

最
も
う
れ
し
き
こ
と
な
り
。 

 

［
解
答
例
］ 

 

Ａ
２
阿
倍
氏
の
存
続
や
Ｂ
２
子
孫
が
官
位
に
つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
を
Ｃ
１
聞
け
る
と
思
っ
た
か
ら
。 

 

［
採
点
方
法
］ 
各
要
素
単
独
採
点
。（
Ａ
と
Ｂ
に
は
条
件
あ
り
） 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
２
点
】
阿
倍
氏
の
存
続
や 

 

※
Ｃ
が×

の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
（
た
だ
し
、
誤
字
等
で
０
点
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
無
得
点
で
き
る
）
。 

 

※
Ｃ
の
「
聞
く
・
知
る
」
の
対
象
が
と
し
て
「
阿
倍
氏
」
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 

※
右
の
意
が
あ
る
上
で
「
存
続
・
ま
だ
い
る
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 

Ｂ
【
２
点
】
子
孫
が
官
位
に
つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
を 

 

※
Ｃ
が×

の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
（
た
だ
し
、
誤
字
等
で
０
点
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
無
得
点
で
き
る
）
。 

 

※
Ｃ
の
「
聞
く
・
知
る
」
の
対
象
が
と
し
て
「
子
孫
」
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 

※
右
の
意
が
あ
る
上
で
「
官
位
（
位
・
役
職 

等
）
に
つ
い
て
い
る
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 

Ｃ
【
１
点
】
聞
け
る
と
思
っ
た
か
ら
。 

 

※
「
話
が
聞
け
る
か
ら
・
話
が
で
き
る
か
ら
・
話
が
し
た
か
っ
た
か
ら
」
等
、
ま
た
は
「
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
・
分
か
る
か
ら
・
知
り
た
か
っ
た
か
ら
・
気
が
か
り
だ
っ
た
か
ら
」 

 
 

等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

    



文
科
（
三
）・
文
科
の
み 

傍
線
部
「･･･

」
と
あ
る
が
、
何
そ
れ
は
な
ぜ
か
、
説
明
せ
よ
。 

【
５
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 

答
ふ
る
こ
と
な
し
。 

 

［
解
答
例
］ 
Ａ
１
誰
か
人
が
来
て
も
、
Ｂ
３
鬼
の
姿
を
見
る
と
Ｃ
１
恐
ろ
し
さ
に
耐
え
ら
れ
ず
（
Ｂ
）
死
ん
で
し
ま
う
か
ら
。 

 

［
採
点
方
法
］ 
各
要
素
単
独
採
点
。（
Ａ
と
Ｃ
に
は
条
件
あ
り
） 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
１
点
】
誰
か
人
が
来
て
も
、 

 

※
Ｂ
が×

の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
（
た
だ
し
、
誤
字
等
で
０
点
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
無
得
点
で
き
る
）
。 

 

※
「
人
は
・
皆
・
誰
も
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。
「
鬼
に
会
う
人
は
・
鬼
も
と
へ
来
た
人
は
」
等
の
説
明
が
あ
っ
て
も
よ
い
。 

 

Ｂ
【
３
点
】
鬼
の
姿
を
見
る
と 

〜 

死
ん
で
し
ま
う
か
ら
。 

 

※
「
鬼
を
見
る
と
死
ぬ
か
ら
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

Ｃ
【
１
点
】
恐
ろ
し
さ
に
耐
え
ら
れ
ず 

 

※
Ｂ
が×

の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
（
た
だ
し
、
誤
字
等
で
０
点
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
無
得
点
で
き
る
）
。 

 

※
Ｂ
の
「
死
」
の
原
因
が
「
恐
ろ
し
さ
・
恐
怖
」
に
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

       



文
科
（
四
）・
文
科
の
み 

傍
線
部
「･･･

」
は
、
吉
備
の
大
臣
の
才
能
が
並
々
で
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
、
本
文
に
登
場
す
る
吉
備
の
大
臣
は
人
間
が
持
ち
得
な
い
能
力
ま
で
も 

 

備
え
て
い
る
。
そ
の
能
力
を
二
つ
説
明
せ
よ
。【
５
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 
こ
の
使
ひ
、
才
能
人
に
過
ぎ
た
り
。 

 

［
解
答
例
］ 
Ａ
１
結
界
を
作
っ
て
Ｂ
２
鬼
か
ら
姿
を
隠
す
能
力
と
、
Ｃ
２
自
由
自
在
に
空
を
飛
ぶ
能
力
。 

 

［
採
点
方
法
］ 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
１
点
】
結
界
を
作
っ
て 

 

※
「
結
界
を
作
る
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 

Ｂ
【
２
点
】
鬼
か
ら
姿
を
隠
す
能
力
と
、 

 

※
「
姿
を
隠
す
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。
こ
の
意
が
あ
る
上
で
「
鬼
か
ら
」
の
意
も
あ
れ
ば
【
２
点
】。 

 

※
右
の
が
な
い
「
身
を
守
る
」
等
は×

。 

 

Ｃ
【
２
点
】
自
由
自
在
に
空
を
飛
ぶ
能
力
。 

 

※
「
空
（
中
空
）
を
飛
ぶ
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 

※
右
の
意
が
あ
る
上
で
「
自
由
に
」
の
意
も
あ
れ
ば
【
２
点
】。 

      



文
科
（
五
）・
理
科
（
三
） 

傍
線
部
「･･

･

」
と
あ
る
が
、
博
士
は
何
の
た
め
に
楼
に
来
た
の
か
、
説
明
せ
よ
。 

【
６
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 

そ
の
後
博
士
一
人
、
楼
に
来
た
り
て 

 

［
解
答
例
］ 
Ａ
２
吉
備
の
大
臣
が
Ｂ
２
『
文
選
』
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
見
て
、
Ｃ
２
馬
鹿
に
す
る
た
め
。 

 

［
採
点
方
法
］ 
各
要
素
単
独
採
点
。（
Ａ
に
は
条
件
あ
り
） 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
２
点
】 

吉
備
の
大
臣
が 

 

※
Ｂ
も
Ｃ
も×

の
場
合
は
得
点
で
き
な
い
（
た
だ
し
、
誤
字
等
で
０
点
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
無
得
点
で
き
る
）
。 

 

※
「
吉
備
の
大
臣
」
は
「
吉
備
大
臣
・
大
臣
・
吉
備
真
備
・
吉
備
・
真
備
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
Ｂ
の
「
『
文
選
』
を
読
め
な
い
」
の
主
体
、
も
し
く
は
、
Ｃ
の
「
馬
鹿
に
す
る
・
笑
う
」
の
対
象
と
し
て
「
吉
備
の
大
臣
」
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。 

 

Ｂ
【
２
点
】 

『
文
選
』
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
を
見
て
、 

 

※
「
『
文
選
』
を
読、
め
な
い

、
、
、
の
を
見
る
・
『
文
選
』
を
読、
ま
せ
て

、
、
、
誤、
り
を
、
、
指
摘
す
る
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
「
読
ま
せ
て
・
読
め
な
い
」
等
の
意
は
あ
る
が
「
文
選
」
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
【
マ
イ
ナ
ス
１
点
】
。 

 

※
「
『
文
選
』
を
読
ま
せ
て
」
は
あ
る
が
、
「
読
め
な
い
・
誤
り
」
の
意
が
な
い
場
合
は
【
マ
イ
ナ
ス
１
点
】
。 

 

※
「
書
物
を
読
ま
せ
る
」
の
意
が
な
い
「
難
題
を
出
す
た
め
」
等
は×

。 

 

Ｃ
【
２
点
】 

馬
鹿
に
す
る
た
め
。 

 

※
「
馬
鹿
に
す
る
・
笑
う
・
笑
い
も
の
に
す
る
・
は
ず
か
し
め
る
・
恥
を
か
か
せ
る
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

   



10月東大模試 漢文 採点基準 

（一） 

c. a無事な b知らせ （２点） 

a「吉」の意味……１点 

※「無事な」「よい」「幸いな」「嬉しい」「私たちが無事という」など○ 

※「吉（報）」など、「吉」のままは× 

「優れている」「立派な」「めでたい」などは「吉」の字義としてはアリではあるが、文脈に当て
はまらないので× 

 

b「音」の意味……１点 

※「知らせ」「消息」「報告」など○ 

※「話」「ことば」でも○とする 

※「手紙」は文脈に当てはまらないので×とする 

 

 

d. 私とお前の母とは （２点） 

※「私とお前の母とは」「私とあなたの母とは」「私とお母さん（と）は」「私たち夫婦は」「お
父さんとお母さんとは」など○ 

※「汝の母」が「おまえ（＝娘）の母」であるとうけとれないもの（例：「私と母は」）は△−１
点 

※「Aと
．

Bと
．
」の形に訳していなくても（例：「私たち夫婦は」）よい 

※「〜は
．
」が文末にないものは△−１点 

※「私はお前の母とともに」は○とするが、「〜とともに暮らし
．．．

」のように余計な表現があるもの
は△−１点 

 



e. a年を経て bますます（２点） 

 

a. 「歳久しくして」の訳……１点 

※「年を経て」「年月が経って」「長い年月が経って」など○ 

※「年をとって
．．．

」は× 

 

b. 愈（いよいよ）の訳……１点 

※「ますます」「いっそう」「いちだんと」「〜につれて」など○ 

※「いよいよ」のままでも○とする 

 

  



（二）６点 

a長女から毎月必ず手紙が来るので、b里帰りしているのと同じだ cということ。 

a. 「家書虚しき月無ければ」の要素……４点 

※「長女（娘）からの手紙」の要素……２点 

「長女からの手紙」「娘からの便り」「実家への手紙」など○ 

「家からの手紙」「家族からの手紙」「手紙」は△−１点 

「実家からの手紙」「家からの文」は× 

※「毎月必ず来る」の要素……２点 

「毎月必ず来る（届く）「毎月のようにくる」「毎月送られてくる」「来ない月はない」など○ 

「しょっちゅう届く」「やりとりが多い」など△−１点 

※「〜ので（から）」で bへ繋いでいることが必要であるが、一文全体の流れによって判断。aが
bのようである理由のように言えていないものは× 

「来ない月はなく、」は○ 

「手紙がくると
．
」「手紙が来れば

．
」「こない月がなければ

．
」「手紙がない月がないなら

．．
」は×-2点 

 

b. 「豈に常に帰寧するに異ならん」の要素……２点 

※「里帰りしているのと同じだ」「いつも里帰りしているみたいなものだ」「帰省しているのと同
じである」「里帰りしているのと変わらない」「いつもそばにいるように思われる」「様子が目に
見えるように思われる」など○ 

※「ずっと家にいるのと同じだ」は△−１点 

※「里帰りの必要はない」は× 

 

c. 文末の「〜ということ」の有無は不問とする 

 

  



（三） 文科のみ  

b. a長女の下の息子は、bc先生を凌ぐほど優秀だ dということ。５点 

a. 「誰が（主体）」を補っている……２点 

※「長女の」「伯姫の」の要素……１点 

※「下の息子は」の要素……１点 

 

bc. 「出藍の誉れ」の説明……３点 

b：「先生より」「先生を凌ぐほど」……１点 

c：「優秀だ」「優れている」……２点    ※c が書けているときのみ ab 加点 

 

ｄ. 文末の「〜ということ」の有無は不問とする 

 

f. a川には、b孫たちを遊ばせてやる a’舟がある cということ。５点 

a,a’ 傍線部そのものの要素……３点 

※「川には…舟がある」ということが言えていればよい 

※「誰が川に舟がないと言おうか」「川に舟がないわけではない」など、訳のままは△−２点 

 

b. 「諸孫肯へて来訪せば」による補い……２点 

※「孫（たち）を」……１点 「遊ばせてやる」……１点 とする 

※「川遊びのための（舟）」は△−１点 

※「孫たちのための」も△−１点 

※「孫たちが来たら船を出して川遊びをする（ということ）」のような表現でも○ 

 

c. 文末の「〜ということ」の有無は不問とする  



（四） 理科は（三） ８点 

a長女に、b 自分たち老夫婦は、c まずまず元気で、d 質素ではあるが、e 不自由なく、f田舎の自
然を楽しみながら暮らしているから g 心配するなと h ということ。 

 

a. 「誰に」の条件……２点 

※「長女に」「伯娘に」で○ 

※「娘に」は△−１点 

 

b. c,d,e,f の主体の補い……１点 

※「自分たち老夫婦は」「自分たちは」「父母（両親）は」など○ 「自分は」も可 

※主体ではなく、「政界引退後は（も）」のようにしてあっても可とする 

 

c. 「湯熨幸ひに小しく停む」の要素……１点 

※「まずまず元気で」「元気で」「無事で」「体調も良くなって」など○ 

 

d. 「膏粱は晩食を以ってし、安歩にして車へいなり」の要素……１点 

※「質素な生活をしていることに触れていれば良い 

 

e. 丘園一品に禄し、吏卒使令に給す」の要素……１点 

※生活には不自由していないことに触れていればよい 

※「お上から十分なものはいただいており」などでもよい 

 

f. 「山奥…」（23 句）〜「？？…」（32 句）までの要素……１点 

※田舎で、自然豊かな生活を楽しんでいることに触れていればよい 



 

g. 自分たちは c~f のようにしているから「心配するな」ということ……１点 

※長女に対して言いたいのは「心配するな」ということである。これは、毎月必ず手紙をよこし、
「憂へ」て、「涕（なみだ）の零（お）つる」ことを手紙に書いてきたりする長女への返事である
ことから、まとめとして言いたいところである。 

 

h.  文末の「〜ということ」の有無は不問とする 

 



1 

第
四
問
（
２
０
点
満
点
） 

 
■
採
点
の
原
則 

 

① 
全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し

て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
抜
け
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 

 
 問

一 

 

■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

前
日
に
岬
の
先
端
の
聖
地
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
激
し
く
切
迫
し
た
制
止
の
叫
び
声
の
中
に
、
外
部
の 

 

人
間
の
立
ち
入
り
を
許
さ
な
い
気
配
を
感
じ
取
っ
た
か
ら
。 

  

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
前
日
に
岬
の
先
端
の
聖
地
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
」
：
１
点 

 

■
要
素
Ｂ
「
激
し
く
切
迫
し
た
制
止
の
叫
び
声
の
中
に
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｃ
「
外
部
の
人
間
の
立
ち
入
り
を
許
さ
な
い
気
配
を
感
じ
取
っ
た
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｄ 

文
末
表
現
は
「…

…

か
ら
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 

   
 



2 

問
二 

 
■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

現
地
の
少
年
た
ち
が
喜
ん
だ
理
由
は
、
筆
者
が
〈
聖
域
〉
に
足
を
踏
み
入
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
深
い 

 

淵
に
落
ち
ず
に
す
ん
だ
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。 

  

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
現
地
の
少
年
た
ち
が
喜
ん
だ
理
由
は
」
：
１
点 

 

■
要
素
Ｂ
「
筆
者
が
〈
聖
域
〉
に
足
を
踏
み
入
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
く
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｃ
「
深
い
淵
に
落
ち
ず
に
す
ん
だ
か
ら
で
あ
っ
た
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｄ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１

点
減
点
。 

   
 



3 

問
三 

 
■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 十
五
年
前
、
何
の
関
係
も
な
い
は
ず
の
自
分
を
必
死
に
な
っ
て
守
っ
て
く
れ
た
少
年
た
ち
の
〈
き
れ
い
な
魂
〉 

 
 

Ｂ 

が
、
今
な
お
生
き
続
け
て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
。 

  

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 
 
 
 
 
 

■
要
素
Ａ
「
十
五
年
前
、
何
の
関
係
も
な
い
は
ず
の
自
分
を
必
死
に
な
っ
て
守
っ
て
く
れ
た
少
年
た
ち
の
〈
き

れ
い
な
魂
〉
が
」
：
３
点 

 

■
要
素
Ｂ
「
今
な
お
生
き
続
け
て
い
る
と
思
っ
た
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｃ 

文
末
表
現
は
「…

…

か
ら
。
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 

  
 

 
 



4 

問
四 

 
■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
５ 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

自
ら
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
を
守
る
た
め
の
排
他
的
な
領
域
で
は
な
く
、
見
ず
知
ら
ず
の
他
者
の
た
め
に
迷
わ 

 

ず
行
動
す
る
〈
き
れ
い
な
魂
〉
が
息
づ
い
て
い
る
領
域
の
こ
と
。 

  

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
自
ら
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
を
守
る
た
め
の
排
他
的
な
領
域
で
は
な
く
」
：
２
点 

 

■
要
素
Ｂ
「
見
ず
知
ら
ず
の
他
者
の
た
め
に
迷
わ
ず
行
動
す
る
〈
き
れ
い
な
魂
〉
が
息
づ
い
て
い
る
領
域
」
：

３
点 

 

■
要
素
Ｃ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
」
「…

…

も
の
」
「…

…

世
界
」
「…

…

領
域
」
「…

…

場
所
」
な
ど
、

設
問
の
要
求
に
答
え
る
形
と
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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